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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 10,857 31.7 1,892 379.3 1,932 329.3 1,162 424.3
22年3月期第2四半期 8,245 △31.5 394 △78.8 450 △76.3 221 △80.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 76.51 ―
22年3月期第2四半期 14.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 27,057 18,610 68.6 1,221.62
22年3月期 24,664 17,857 72.4 1,174.91

（参考） 自己資本  23年3月期第2四半期  18,567百万円 22年3月期  17,857百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 12.50 ― 17.50 30.00
23年3月期 ― 20.00
23年3月期 
（予想）

― 20.00 40.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,000 10.5 3,027 49.2 3,000 35.9 1,800 38.3 118.43



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、 
   表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料） 
P.2「（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 15,800,000株 22年3月期 15,800,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q 600,889株 22年3月期 600,819株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 15,199,152株 22年3月期2Q 15,199,181株
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※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料に

ついては、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。 

・平成22年11月９日（火）・・・・・・証券アナリスト・機関投資家向け決算説明会 
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当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで、以下「当第２四半期」と

いう)におけるわが国経済は、政府の経済対策を受けての個人消費の回復、各国の景気刺激策の効果や

好調な新興国経済を背景とした輸出の増加などから、景気に持ち直しの動きが見られました。一方で、

米国のデフレ懸念、円高・株安の進行、自動車インセンティブ等の経済対策効果の剥落など、先行きに

ついての不透明な状況が強まっております。 

こうした状況の中、当社グループでは収益確保のため、継続的にコスト削減に取り組むとともに幅広

い顧客への受注活動を展開してまいりました。 

この結果、当第２四半期における当社グループの連結業績につきましては、売上高が前年同四半期比

26億12百万円(31.7％)増の108億57百万円、営業利益が前年同四半期比14億97百万円(379.3％)増の18億

92百万円、経常利益が前年同四半期比14億82百万円(329.3％)増の19億32百万円、四半期純利益が前年

同四半期比９億41百万円(424.3％)増の11億62百万円となりました。 

セグメント別の状況につきましては、当社グループの主力である溶射加工は、第１四半期に引き続き

半導体・液晶分野が好調に推移したことから、当セグメントの売上高は89億85百万円(前年同四半期の

溶射加工部門の売上高は69億81百万円)となりました。また、回復基調にある溶射加工以外のセグメン

トの売上高は18億72百万円(前年同四半期の周辺加工部門の売上高は12億63百万円)となりました。(詳

細は、P.９の「(1) 生産、受注及び販売の状況」をご参照ください。) 

  

(注) 第１四半期から、東華隆(広州)表面改質技術有限公司を連結の範囲に含め、また、セグメント区分も変更

しているため、各セグメントの前年同四半期との比較増減額は記載しておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は270億57百万円となり、前連結会計年度末に比べ23億

93百万円増加いたしました。これは主に、流動資産が24億04百万円増加したことによるものでありま

す。なお、流動資産の中で増加額が特に大きいものは、現金及び預金の16億41百万円、受取手形及び売

掛金の６億20百万円であります。また、固定資産において、有形固定資産が２億76百万円増加し、投資

その他の資産が３億21百万円減少している主な要因は、連結子会社の増加によるものであります。 

一方、当第２四半期連結会計期間末における負債は84億47百万円と前連結会計年度末比16億39百万円

増加いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金、短期借入金、未払法人税等の増加などで流動負

債が18億14百万円増加し、長期借入金の減少などで固定負債が１億74百万円減少したことによるもので

あります。 

また、当第２四半期連結会計期間末における純資産は186億10百万円と前連結会計年度末比７億53百

万円増加いたしました。これは主に、当第２四半期連結累計期間における四半期純利益の計上11億62百

万円、剰余金の配当２億65百万円、連結子会社増加に伴う利益剰余金減少高１億97百万円により、利益

剰余金が６億99百万円増加したことによるものであります。この結果、当第２四半期連結会計期間末の

１株当たり純資産額は1,221円62銭(前連結会計年度末比46円71銭の増加)、自己資本比率は68.6％(前連

結会計年度末比3.8ポイントの下落)となりました。 

  

年度後半の経営を取り巻く環境は、円高の進行、米国のデフレ懸念、中国の金融引き締めの可能性な

ど外部環境が不透明さを強めていることなどから、厳しさを増し不透明な状況にあります。 

以上のことから、通期の業績予想につきましては、平成22年５月７日発表の予想数値から変更はあり

ません。今後の情報収集等により、見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日)を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は245千円、税金等調整前四半期

純利益は8,894千円、それぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債

務の変動額は11,411千円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要(連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(簡便な会計処理)

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(特有の会計処理)

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(資産除去債務に関する会計基準の適用)
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,238,691 4,597,469

受取手形及び売掛金 7,204,534 6,584,101

仕掛品 404,994 336,796

原材料及び貯蔵品 678,061 588,640

その他 517,543 530,666

貸倒引当金 △6,814 △5,100

流動資産合計 15,037,010 12,632,573

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,920,133 4,841,882

機械装置及び運搬具（純額） 2,438,688 2,423,728

土地 3,127,495 2,952,041

その他（純額） 687,414 679,273

有形固定資産合計 11,173,731 10,896,926

無形固定資産 397,578 364,188

投資その他の資産

投資その他の資産 453,106 772,491

貸倒引当金 △3,447 △1,244

投資その他の資産合計 449,658 771,246

固定資産合計 12,020,968 12,032,360

資産合計 27,057,978 24,664,934

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,555,860 1,964,540

短期借入金 508,170 －

1年内返済予定の長期借入金 505,604 682,200

未払法人税等 822,777 271,368

賞与引当金 543,594 551,059

その他 1,642,435 1,295,056

流動負債合計 6,578,442 4,764,224

固定負債

長期借入金 500,000 600,000

退職給付引当金 881,916 920,167

その他 486,843 522,845

固定負債合計 1,868,760 2,043,012

負債合計 8,447,202 6,807,236
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,658,823 2,658,823

資本剰余金 2,293,504 2,293,504

利益剰余金 14,375,008 13,675,345

自己株式 △773,077 △772,971

株主資本合計 18,554,257 17,854,701

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,777 2,995

為替換算調整勘定 19,988 －

評価・換算差額等合計 13,210 2,995

少数株主持分 43,307 －

純資産合計 18,610,776 17,857,697

負債純資産合計 27,057,978 24,664,934
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 8,245,049 10,857,886

売上原価 6,153,244 7,227,215

売上総利益 2,091,804 3,630,670

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 87,336 105,574

貸倒引当金繰入額 2,322 2,993

役員報酬 109,742 110,698

人件費 565,384 605,014

賞与引当金繰入額 166,057 170,344

退職給付引当金繰入額 19,859 22,576

旅費交通費及び通信費 106,584 123,366

減価償却費 40,002 26,325

のれん償却額 49,113 －

研究開発費 269,578 280,555

その他 280,867 290,282

販売費及び一般管理費合計 1,696,850 1,737,732

営業利益 394,954 1,892,938

営業外収益

受取利息及び配当金 3,958 3,381

受取ロイヤリティー 22,166 22,489

受取技術料 7,882 2,081

補助金収入 28,786

その他 16,636 39,637

営業外収益合計 79,429 67,589

営業外費用

支払利息 13,318 18,079

支払手数料 4,155 4,256

その他 6,730 5,567

営業外費用合計 24,204 27,903

経常利益 450,179 1,932,625

特別利益

保険解約返戻金 23,922 39,990

特別利益合計 23,922 39,990

特別損失

固定資産除売却損 5,672 8,777

ゴルフ会員権評価損 － 2,550

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,648

特別損失合計 5,672 19,976

税金等調整前四半期純利益 468,429 1,952,639
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

法人税、住民税及び事業税 53,667 808,493

法人税等調整額 192,936 △6,283

法人税等合計 246,604 802,210

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,150,429

少数株主損失（△） － △12,521

四半期純利益 221,825 1,162,950
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 468,429 1,952,639

減価償却費 960,840 814,187

のれん償却額 49,113 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,720 △7,465

退職給付引当金の増減額（△は減少） △171,619 △38,250

受取利息及び受取配当金 △3,958 △3,381

支払利息 13,318 18,079

固定資産除売却損益（△は益） 5,672 8,777

保険解約損益（△は益） △23,922 △39,990

ゴルフ会員権評価損 － 2,550

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,648

売上債権の増減額（△は増加） 700,335 △572,196

たな卸資産の増減額（△は増加） 118,452 △38,191

仕入債務の増減額（△は減少） △508,734 563,580

未払費用の増減額（△は減少） △171,391 △23,497

その他 △234,375 135,998

小計 1,189,442 2,781,487

利息及び配当金の受取額 3,456 3,371

利息の支払額 △15,177 △18,393

法人税等の支払額 △228,654 △240,852

営業活動によるキャッシュ・フロー 949,067 2,525,613

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △500,000 △300,000

有形固定資産の取得による支出 △649,366 △376,044

有形固定資産の売却による収入 － 3,151

無形固定資産の取得による支出 △9,007 －

投資有価証券の取得による支出 △1,952 △6,684

保険積立金の解約による収入 14,251 39,990

その他 183 27,216

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,145,891 △612,369

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △400,000 52,786

長期借入金の返済による支出 △313,200 △336,066

配当金の支払額 △341,214 △266,252

自己株式の取得による支出 － △106

その他 △60,387 △74,128

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,114,802 △623,767

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,118 △5,863

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,312,745 1,283,612

現金及び現金同等物の期首残高 4,077,569 4,597,469

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

－ 57,609

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,764,824 5,938,691
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  
(注) 第１四半期連結累計期間より、東華隆(広州)表面改質技術有限公司を連結の範囲に含め、セグメ

ント区分を変更したため、各セグメントの前年同四半期比は記載しておりません。 

  

 
(注) 上記の金額は、販売価格(税抜き)によっております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

(1) 生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

前年同四半期比

生産高(千円) 生産高(千円) 金額(千円)
増減率
(％)

溶射加工

半導体・液晶製造装置用
部品への加工

1,661,002 3,542,480 ― ―

産業機械用部品への加工 2,082,526 1,931,222 ― ―

鉄鋼用設備部品への加工 1,061,924 1,407,626 ― ―

その他の溶射加工 2,176,176 2,104,137 ― ―

溶射加工  計 6,981,630 8,985,467 ― ―

ＴＤ処理加工 302,402 400,884 ― ―

ＺＡＣコーティング加工 300,793 306,356 ― ―

ＰＴＡ処理加工 186,945 208,532 ― ―

その他 473,277 956,644 ― ―

合  計 8,245,049 10,857,886 ― ―
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(注) 上記の金額は、販売価格(税抜き)によっております。 

  

 
(注) 上記の金額は、販売価格(税抜き)によっております。 

  

② 受注状況

(受注高)

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

前年同四半期比

受注高(千円) 受注高(千円) 金額(千円)
増減率
(％)

溶射加工

半導体・液晶製造装置用
部品への加工

1,841,169 3,572,086 ― ―

産業機械用部品への加工 2,087,039 1,982,808 ― ―

鉄鋼用設備部品への加工 980,310 1,421,774 ― ―

その他の溶射加工 2,080,376 2,117,871 ― ―

溶射加工  計 6,988,896 9,094,541 ― ―

ＴＤ処理加工 296,609 410,332 ― ―

ＺＡＣコーティング加工 306,837 282,729 ― ―

ＰＴＡ処理加工 233,186 242,037 ― ―

その他 477,827 957,089 ― ―

合  計 8,303,357 10,986,730 ― ―

(受注残高)

セグメントの名称

前第２四半期 

連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当第２四半期 

連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前年同四半期比

受注残高(千円) 受注残高(千円) 金額(千円)
増減率
(％)

溶射加工

半導体・液晶製造装置用
部品への加工

405,308 550,328 ― ―

産業機械用部品への加工 273,515 297,452 ― ―

鉄鋼用設備部品への加工 256,038 308,075 ― ―

その他の溶射加工 196,354 278,955 ― ―

溶射加工  計 1,131,217 1,434,811 ― ―

ＴＤ処理加工 11,460 38,550 ― ―

ＺＡＣコーティング加工 60,042 54,119 ― ―

ＰＴＡ処理加工 156,447 104,045 ― ―

その他 13,419 211,708 ― ―

合  計 1,372,587 1,843,235 ― ―
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(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

以  上

  

③ 販売実績

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

前年同四半期比

販売高(千円) 販売高(千円) 金額(千円)
増減率
(％)

溶射加工

半導体・液晶製造装置用
部品への加工

1,661,002 3,542,480 ― ―

産業機械用部品への加工 2,082,526 1,931,222 ― ―

鉄鋼用設備部品への加工 1,061,924 1,407,626 ― ―

その他の溶射加工 2,176,176 2,104,137 ― ―

溶射加工  計 6,981,630 8,985,467 ― ―

ＴＤ処理加工 302,402 400,884 ― ―

ＺＡＣコーティング加工 300,793 306,356 ― ―

ＰＴＡ処理加工 186,945 208,532 ― ―

その他 473,277 956,644 ― ―

合  計 8,245,049 10,857,886 ― ―
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